
４

環境未来都市最先端を拓く
　
「
環
境
未
来
都
市
」
を
掲
げ
る
横
浜
市
。
東
芝
や
日
産
自
動
車
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
な
ど
の
民
間
企
業
と
２
０
１
０
年
か
ら
共
同
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
実
証
事

業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ク
ル
や
小
型
電
気
自

動
車

Ｅ
Ｖ

の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
展
開
。
市
民
、
企
業
、
行
政
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

年
度
ま
で
に

年
度
比
で

％
削
減
す

る
方
針
を
掲
げ
る
。
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
最
先
端
の
地
球
温
暖
化
対

策
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

スマートシティー事業拡充
低
炭
素
社
会
の
実
現
へ
市
民
、
企
業
、
行
政
が
連
携新たな移動手段実証地域経済活性化にも

「
横
浜
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｙ
Ｓ
Ｃ

Ｐ

」
の
一
環
で
、Ｅ
Ｖ
を

使
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
実
証

日
立
製
作
所
、

オ
リ
ッ
ク
ス
自
動
車

▲
横
浜
港
か
ら
大
岡
川
の
桜
桟

橋
を
経
由
、
み
な
と
み
ら
い
大

橋
ま
で
電
池
推
進
船
を
運
航

期
間
限
定

　
横
浜
市
の
「
横
浜
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｙ
Ｓ

Ｃ
Ｐ

」
は
経
済
産
業
省
の
国

内
４
地
域
実
証
に
選
定
さ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

や
家
庭
・
ビ
ル
・
地
域
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
次

世
代
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
住
宅
４
０
０
０
世
帯
を
中

心
に
し
た
既
成
市
街
地
を
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
に

の
企
業
が
参

加
し
、

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
す
る
な
ど
、
そ
の
規
模
の

大
き
さ
が
特
徴
だ
。

　

年
度
に
は
ビ
ル
部
門
に
加

え
て
、
家
庭
部
門
で
の
実
証
が

ス
タ
ー
ト
。
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

導
入
で
４
０
０

０
軒
強
、
太
陽
光
発
電
量
は

、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
は

３
万
９
０
０
０

と
、
い
ず
れ

も
目
標
を
上
回
っ
た
。
さ
ら

に
、
１
９
０
０
世
帯
を
対
象

に
、
需
要
家
に
節
電
を
誘
導
す

る
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
示
し
て
電
力

需
要
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
デ

マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

Ｄ
Ｒ

の
実
証
を
実
施
。
夏
季
と
冬
季

の
二
つ
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
い

て
、
電
力
需
要
の
切
迫
が
予
想

さ
れ
る
日
に
電
力
使
用
抑
制
の

依
頼
を
各
家
庭
に
発
信
し
、
夏

季
で
は
最
大
で

％
の
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
を
実
現
し
た
。

　
最
終
年
度
と
な
る

年
度
は

対
象
を
４
０
０
０
世
帯
に
拡

大
。
ま
た
、
ビ
ル
部
門
で
は
民

間
商
業
施
設
だ
け
で
な
く
浄
水

場
・
水
再
生
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

た
市
有
施
設
も
加
え
、
７
月
１

日
か
ら
９
月

日
に
か
け
て
過

去
最
大
規
模
と
な
る

拠
点
で

夏
季
実
証
を
行
う
。
ビ
ル
部
門

の
合
計
契
約
電
力
は
約
７
万

で
、
平
均
的
な
家
庭
の
約
２
万

３
０
０
０
世
帯
分
に
相
当
す

る
。
よ
り
確
実
に
電
力
使
用
量

を
削
減
す
る
た
め
、
ネ
ガ
ワ
ッ

ト

節
電
電
力

取
引
に
よ
る

拠
点
間
連
携
の
手
法
を
導
入
す

る
ほ
か
、
従
来
は
前
日
に
行
っ

て
い
た
Ｄ
Ｒ
の
要
請
を
今
回
か

ら
当
日
の

分
前
や
同
１
時
間

前
な
ど
に
し
て
ど
の
程
度
ま
で

反
応
時
間
を
短
縮
で
き
る
か
検

証
。
実
際
の
都
市
機
能
へ
の
実

装
を
見
据
え
た
取
り
組
み
に
す

る
。コ

ー
ジ
ェ
ネ
導
入

　
こ
の
ほ
か
、
特
定
供
給
の
取

り
組
み
と
し
て
、
横
浜
市
立
大

学
付
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー

南
区

に
発
電
量
３
５
０

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

を
２
台
導
入

し
、
数
百

先
の
新
南
区
庁
舎

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
携
を
実
施
。

年
に
も
電
力
の
供
給
を
開
始

す
る
見
通
し
で
、
防
災
性
に
も

役
立
て
る
考
え
だ
。

　
横
浜
の
よ
う
な
大
都
市
の
既

成
市
街
地
に
施
設
を
導
入
す
る

場
合
、
庁
内
で
の
調
整
や
さ
ま

ざ
ま
な
管
轄
機
関
と
の
情
報
交

換
が
不
可
欠
と
な
る
。
吉
田
雅

彦
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
長
は
、
市

民
、
企
業
、
行
政
が
連
携
す
る

と
同
時
に
「
市
の
温
暖
化
対
策

統
括
本
部
が
全
体
を
ま
と
め
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う
こ

と
が
重
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
さ
ら
に
、
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

化
を
に
ら
み
、
実
証
を
引
き
継

ぐ
た
め
の
受
け
皿
づ
く
り
も
必

要
と
な
る
。
今
後
、
公
民
連
携

に
よ
る
横
浜
ス
マ
ー
ト
ビ
ジ
ネ

ス
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル

を
継
続
す
る
。
ま
た
、
年
度
内

に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
横
浜
」
を
設

立
し
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に

お
け
る
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
の
支
援
や

集
約
な
ど
を
検
討
す
る
。
「
制

御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
い
っ
た
課
題
は
あ

る
が
、
地
域
で
協
力
で
き
る
体

制
を
作
り
、
環
境
未
来
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
街
に
し
た
い
」

吉
田
氏

と
い
う
。

次
世
代
交
通
の
推
進

　
市
で
は
次
世
代
交
通
の
推
進

に
向
け
て
、
電
気
駆
動
の
輸
送

機
器
を
活
用
し
た
実
証
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

年

月
に

は
日
産
の
前
後
２
人
乗
り
超
小

型
Ｅ
Ｖ
「
ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

コ
ン
セ
プ
ト
」
を
用
い
た
大
規

模
な
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
。
出
発
式
で
は
Ｅ
Ｖ

台
が

一
斉
に
走
り
出
し
、
市
内

カ

所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か
っ

た
。
普
通
免
許
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
持
ち
、
事
前
の
講
習

を
受
け
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き

る
。
横
浜
は
鉄
道
や
馬
車
の
発

祥
地
だ
け
に
、
林
文
子
横
浜
市

長
は
「
横
浜
発
の
新
た
な
文
化

と
し
て
広
め
た
い
」
と
強
調
。

吉
田
氏
も
「
都
市
型
の
移
動
手

段
と
し
て
観
光
や
仕
事
で
の
活

用
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。
実
証
は

年

月

ま
で
行
い
、
Ｅ
Ｖ
は
１
０
０
台

ま
で
増
や
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
水
上
交
通

の
実
証
と
し
て
、
電
池
推
進
船

を
期
間
限
定
で
運
航
。
横
浜
港

の
象
の
鼻
パ
ー
ク
か
ら
大
岡
川

の
桜
桟
橋
を
経
由
し
、
ぷ
か
り

さ
ん
橋
、
み
な
と
み
ら
い
大
橋

の
下
ま
で
走
ら
せ
た
。
既
存
の

水
上
バ
ス
「
シ
ー
バ
ス
」
は
基

本
的
に
海
上
を
運
航
し
て
い
る

た
め
「
一
定
期
間
、
川
と
海
を

行
き
来
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
」

都
市
整
備
局

と
い

う
。

　
新
た
な
移
動
手
段
は
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
も

と
も
と
横
浜
は
河
川
を
利
用
し

て
市
民
が
生
活
し
て
い
た
運
河

の
町
。
大
岡
川
な
ど
が
流
れ
る

関
内
・
関
外
地
区
の
商
店
街
な

ど
は
電
池
推
進
船
の
運
航
と
同

時
に
水
上
パ
レ
ー
ド
を
開
い
て

川
の
積
極
的
な
活
用
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
仕
掛
け
人
の
よ
こ
は

ま
都
心
部
水
上
交
通
実
行
委
員

会
委
員
長
の
小
林
直
樹
氏
は

「
河
川
地
区
と
港
湾
地
区
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
経
済

発
展
に
つ
な
が
る
。
将
来
は
桟

橋
の
数
を
増
や
し
、
人
だ
け
で

な
く
物
資
な
ど
の
運
航
に
も
活

用
し
た
い
」
と
訴
え
る
。

「
市
民
力
」
を
発
揮

　
横
浜
市
は

年
に
国
か
ら
環

境
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、
環

境
問
題
対
策
を
通
し
て
超
高
齢

化
社
会
の
解
決
や
文
化
・
産
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

林
市
長
は
日
頃
か
ら
「
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
最
先
端

の
取
り
組
み
を
発
信
し
、
横
浜

の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
訴
え
て
き
た
。
市
民

・
行
政
・
事
業
者
が
一
体
と
な

っ
た
「
市
民
力
」
を
発
揮
し
、

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
推

し
進
め
る
。

横浜市

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月１５日 火曜日 　　


